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船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
は
、

船
橋
市
高
瀬
町
に
あ
る
卸
売
団
地
内
に

あ
る
協
同
組
合
で
、
平
成
23
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震
度
５
強
の
地

震
に
よ
る
液
状
化
の
影
響
で
、
建
物
本

体
に
は
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
荷

捌
き
場
と
の
間
に
段
差
が
生
じ
る
と
と

も
に
、
下
水
が
使
用
で
き
な
く
な
る
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
た
。

　

そ
こ
で
、
同
組
合
青
年
部
が
発
展
改

組
し
た
「
船
橋
卸
団
地
共
同
体
」
が
、

24
年
度
に
中
央
会
の
補
助
事
業
を
受
け
、

25
年
度
は
組
合
独
自
事
業
と
し
て
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
に
関
し
て
４
回
の
研
修
会
を

開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

研
修
会
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
体
に
行
い
、

自
ら
考
え
、
共
に
学
ぶ
内
容
と
し
た
。

そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

★
第
1
回
（
24
年
９
月
19
日
）

　

講
演
会
：
切
迫
す
る
大
震
災
へ
の
備

え
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
減
災
対
策

★
第
２
回
（
24
年
10
月
18
日
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①�

東
日
本
大
震
災
を
振
り
返
り
、
新
た

な
対
策
を
講
じ
た
か

②
大
震
災
に
備
え
た
事
前
対
策

③�

震
災
後
、30
分
以
内
の
行
動
を
考
え
る

★
第
3
回
（
25
年
９
月
11
日
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
テ
ー
マ

①
モ
デ
ル
と
な
る
企
業
の
確
定

②
中
核
と
な
る
事
業
を
考
え
る

③
事
業
活
動
に
必
要
な
資
源
の
整
理

④
大
震
災
時
の
被
害
状
況
の
整
理

⑤
事
業
の
復
旧
目
標
時
間
を
考
え
る　

★
第
4
回
（
25
年
10
月
９
日
）

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

①
事
前
対
策
を
考
え
る

②
企
業
の
資
金
繰
り
を
考
え
る

①
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
必
要
性

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ（business continuity plan

・

事
業
継
続
計
画
）
と
は
、
災
害
等
が
発

生
し
た
場
合
、
円
滑
に
事
業
継
続
す
る

た
め
、
限
ら
れ
た
人
員
や
資
器
材
の
な

か
で
、
ど
の
業
務
を
優
先
し
て
行
う
か
、

い
つ
ま
で
に
復
旧
す
る
か
な
ど
を
、
事

前
に
定
め
て
お
く
計
画
の
こ
と
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
、
多

く
の
企
業
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
機
能
し
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
た
が
、
今
後
は
「
想
定
外
」

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
事
態
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
次
の

三
点
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

①�

経
営
者
は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
て
も
絶
対
に
死
な
な
い
こ
と

②�

お
客
様
と
従
業
員
の
安
全
を
確
保
す

る
こ
と

③
倒
産
さ
せ
な
い
こ
と

　

ま
た
、
齋
藤
塾
流
「
実
践
的
な
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
示
す
と
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

○�

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
指
示
、
多
く
の
関

係
者
が
論
議
す
る

○
ま
ず
、
対
策
と
目
標
を
決
め
る

○�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
作
成

す
る

○
は
じ
め
か
ら
完
成
版
を
求
め
な
い

○�

原
則
、
１
事
項
に
つ
き
、
Ａ
４
１
枚

シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
い
も
の
に

○�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
ス
タ
ー
ト
（
訓
練
等

を
通
じ
て
検
証
・
見
直
し
）

③
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
討
議

　

地
震
は
、
突
然
発
生
す
る
も
の
で
、

そ
の
発
生
場
所
や
発
生
時
間
も
異
な
る

し
、
被
害
の
規
模
も
周
辺
の
状
況
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
停
電
に
な
り
、

連
絡
し
よ
う
に
も
電
話
は
使
用
で
き
な

い
状
況
に
な
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
震
発
生
直
後
は
、
何

よ
り
も
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

が
最
優
先
と
な
り
、
そ
の
後
、
お
客
様

と
従
業
員
の
安
全
確
保
と
、
建
物
や
施
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修
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果
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概
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設
設
備
等
の
被
害
状
況
の
把
握
の
順
に
、

行
わ
れ
る
。
事
実
、
社
長
で
あ
る
対
策

本
部
長
（
ま
た
は
代
行
者
）
が
参
集
し
、

対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
に

は
、少
な
く
と
も
30
分
以
上
か
か
り
、こ

の
30
分
の
行
動
が
明
暗
を
分
け
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。そ
こ
で
、参
加
者

に
よ
る
討
議
で
、
地
震
発
生
後
の
30
分

以
内
の
行
動
等
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　

討
議
状
況
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

④
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討

　

25
年
度
に
実
施
し
た
２
回
の
研
修
で

は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
具
体
的
に
策
定
す
る
た

め
、
モ
デ
ル
と
な
る
企
業
規
模
・
業
種

等
を
具
体
的
に
定
め
、
災
害
時
に
優
先

す
る
中
核
事
業
や
復
旧
目
標
時
間
に
加

え
、
地
震
発
生
時
の
資
金
繰
り
に
つ
い

て
検
討
し
た
。

★
モ
デ
ル
企
業
の
概
要

　

○
事
務
機
器
・
文
具
等
の
卸
売
業

　

○
従
業
員　

20
名

　

○
売
上　

４
億
円

　

○
車
両　

12
台

　

○
仕
入
先
15
社
、
納
入
先
400
社

　

○
直
販
比
率　

50
％

★
想
定
さ
れ
る
災
害
の
規
模
等　

　

○�

首
都
直
下
地
震
を
想
定
、
当
地
の

震
度
６
強

　

○
電
気
と
通
信
は
３
日
目
に
復
旧

　

○�

交
通
機
関
、
道
路
等
の
復
旧
状
況

も
検
討

★
災
害
時
に
優
先
す
る
中
核
事
業

　

○
事
務
用
品
、
ト
ナ
ー
等
の
配
送

　

○
事
務
機
器
の
保
守

★
復
旧
目
標
時
間

　

○
当
日
：
従
業
員
の
安
否
確
認

　

○�

３
日
目
ま
で
：
従
業
員
の
確
保
、

車
両
・
ガ
ソ
リ
ン
の
確
保
、
仕
入

れ
先
や
配
送
先
の
状
況
確
認
、
在

庫
の
確
認
、
商
品
調
達
、
周
辺
の

道
路
状
況
の
確
認

　

○
４
日
目
：
配
送
業
務
開
始

★
平
常
時
の
毎
月
の
資
金
繰
り

　

○
売
上
げ　約

２
千
５
百
万
～
４
千
万
円

　

○
仕
入
れ　約

１
千
７
百
万
～
３
千
万
円

　

○�

固
定
経
費
（
人
件
費
、
車
両
、
建

物
維
持
等
）
約
700
万
円

⑤
必
要
と
な
る
事
前
対
策

　

モ
デ
ル
企
業
に
お
け
る
事
前
対
策
と

資
金
繰
り
対
策
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
の
討
議
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

★
主
な
事
前
対
策

　

○
緊
急
時
の
連
絡
先
リ
ス
ト
の
作
成

　

○�

緊
急
時
に
必
要
な
商
品
が
納
品
で

き
る
よ
う
な
体
制
の
整
備

　

○
納
品
先
の
担
当
者
リ
ス
ト
の
作
成

　

○
必
要
な
食
糧
・
備
品
類
の
備
蓄

　

○
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

○
従
業
員
へ
の
事
前
対
策
の
周
知

　

○
金
融
機
関
と
の
良
好
な
関
係

★
資
金
繰
り
対
策

　

○�

地
震
発
生
月
に
約
4000
万
円
の
資
金

が
必
要
（
復
旧
工
事
、
在
庫
の
損

傷
、
売
上
金
の
未
収
等
）

　

○
緊
急
資
金
の
借
入
れ

　

○
借
入
金
の
返
済
猶
予

　

２
年
度
に
わ
た
る
４
回
の
研
修
の
結

果
、
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
の
事
前
対

策
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
必

要
な
対
策
を
実
施
し
た
り
、
実
情
に
即

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
取
組
ま
れ
て
い
る

企
業
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
各
社
の
取
組
状
況
の
交
流

を
図
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合
と
し
て

組
合
員
企
業
を
支
援
す
る
た
め
の
「
組

合
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
の
策
定
が
望
ま
れ
る
。

（
齋
藤　

實
）

チャレンジ組合ちば
〜連携支援の現場から〜

事
業
の
成
果
と
今
後
の
課
題

研究会の様子

課題 ①3.11東日本大震災の振り返り ②事前対策を考える ③�震災後30分以内の行動を考える
A班 1家族と連絡を取り合う

2防災用品の備蓄
3従業員の対処の仕方
4会社のデータの保存
5ライフラインの確保

1家族との連絡
2防災用品の確保
3従業員対策
4避難場所の確保
5会社のデータの保存

1自分の身の確保
2家族従業員の確認
3メールの情報発信
4情報収集（現状把握）
5避難場所へ逃げる
6食料 ･水の確保

B班 1従業員の安否確認
2非常時対応順位を決める
3情報を得る手段を考える
4必要な備蓄を揃える
5電源の確保

1従業員の安否確認
2災害時の避難場所の確認
3現状最新の情報を得る
4食料と燃料の確保
5電気対策

1�安全な場所へ避難する（従業員の
安否確認）
2最新の情報を得る
3安否確認
4避難場所
5食料の確保
6�安全な場所を確保（とどまるか、
移動するか）

C班 1防災対策のマニュアル
2安否確認
3防災用品（水 ･食料 ･ ｶﾞｿﾘﾝ等）
4帰宅方法･避難場所のチェック
5�建物内・外のチェック・道路状
況のチェック

1防災用品のチェック
2連絡の取り方
3帰宅方法
4防災マニュアル作成、確認
5安全の確保

1命を守る
2状況の確認
3社員 ･家族の安否確認
4情報集め
5対策の指示
6安全確保

ワークショップの結果（第2回研修会）


